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看護とエビデンス・なぜそれが必要か？―多職種との連携に活かそう― 

（専門職向け講座） 
 

 
 一般に数値化できるデータを分析して証明したものを“エビデンス”と言い、エビ

デンスに基づく医療が不可欠なものになっています。看護の分野でも、“根拠に基づく

看護実践”が必要とされています。 
 数値化しにくいけれども、患者・サービス利用者の主観的な意思を反映した看護実

践の研究が蓄積されるようになり、患者・サービス利用者に寄り添う看護ならではの

研究が発展しています。 
 一方、医療安全や患者中心の医療の観点から、多職種の連携協働が求められていま

す。しかし、患者中心の医療が重要と言いながらも、そうならない現実があるようで

す。専門職間には“エビデンス“の意味するところに違いがあり、それが対立の原因

になることもあるようです。 
 本講座では、当センターで収集した専門職連携の実践例をご紹介します。専門職連

携実践では、統計的な“エビデンス”と、患者の主観的な意思の調和や、創造的な対

立の解決が必要となります。看護職は、患者・サービス利用者中心の専門職連携実践

の要です。ですから、看護職には、研究成果を根拠として看護実践に活用する力と、

それを多職種に伝え、多職種と連携して実践する力が求められます。看護職が患者・

利用者中心の医療を、根拠をもって多職種に浸透させていく方法について考えてみた

いと思います。 
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